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第 2 回シンポジウム「神戸大学のミリョク」について 

神戸大学学長補佐 佐伯壽一 

 

神戸大学は 11 学部 14 研究科をもつ大規模総合大学ですが、その規模や教育研究活動に

見合うだけの認知度を、特に東日本では得られていないと考えてきました。神戸大学をも

っと多くの人に知ってもらおう、単に名前だけではなくどういう大学かについて正しく認

識してもらおうという福田学長の強い思いを受けて、首都圏における神戸大学のプレゼン

スの向上という活動を神戸大学基金の行動計画のひとつに組み込んでいます。 

そして、今年 2 月９日（土）に「神戸大学のミリョク」というテーマで学長を実行委員

長として、東京の青山ダイヤモンドホールでシンポジウムを開催しました。主たる対象を

中高生とその保護者とし案内を行った結果、150 人の参加を得て、一定の成果を挙げたと評

価しています。しかし 2 月という受験時期と重なり、案内の方法についても反省点がいく

つかありました。 

今回、それらの反省点を踏まえて、中高生の参加しやすい時期、かつ曜日を選んで、11

月 17 日（日）に開催することといたしました。シンポジウムのテーマは 1 回目とおなじく

「神戸大学のミリョク」です。講演者については学内で公募を行い選出し、「なぜこの星は

地球なのか？」と「黒船来航前夜の日本経済」というテーマで講演を行います。休憩時間

には神戸スイーツを提供しますが、これも学内からどういうお菓子が良いかを募集して現

在集計中です。裏面にすこし詳しいプログラムを載せておりますのでご覧ください。本格

的な告知活動はこれから始めますが、現時点ですでに 70 人を超える参加申し込みを頂戴し

ております。 
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